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第 33 号
米沢有為会米沢支部だより

公益社団法人米沢有為会米沢支部総会を 5月 28日 (土)午後 3時からホテルサンルー

ト米沢で開催しました。議事では平成27年度 (公社)米沢有為会米沢支部の庶務報告、

支部決算報告を承認。28年度の支部事業計画 (案 )と 予算 (案 )も原案通り可決され

ました。

次に、理事の辞任に伴う補充 (案)について審議され、承認されました。

総会に弓|き続き米沢支部表彰が行われ、 18イ固人、 7団体に特別表彰が贈られました。

(詳細は次のベージに)

平成28年 8月 25日

第 33 号

平成28年 8月 25日

発行者

(公社)米沢有為会米沢支部

支部長 中 川  勝

米沢市金池52-25
f,  0238-22-5111

明
一る
・．．一・い
一未
一来
一に
一向
一か
．．一・．う
一
て

極
漣
補
電
識

中

川

勝

蝉
し
ぐ
れ
の
夏
に
も
終
わ
り
を
告
げ
、
い
つ
し
か
秋
の
虫
た
ち
の
声
に
初
秋
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
ｃ

米
沢
有
為
会
米
沢
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
置
賜
の
地
域
発
展
の
た

め
に
力
強
い
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
１２
月
第
３６
代
米
沢
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
議

会
議
員
、
県
議
会
議
員
と
し
て
の
３２
年
間
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
置
賜
の
各
市
町
と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
更
な
る
発

展
、
そ
し
て
歴
史
あ
る
米
沢
有
為
会
の
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
．

明
治
２２
年
、
名
誉
市
民
で
あ
る
伊
東
忠
大
博
士
ら
６
名
に
よ
り
発
足
し
た
米
沢

有
為
会
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
郷
土
愛
を
背
景
に
社
会
に
有
為
な
人
材
を
育
て
、

地
域
の
教
育

・
文
化
、
産
業
の
振
興
等
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
郷

土
出
身
者
が
社
会
の
中
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

し
、
大
き
な
志
を
も

っ
て
、
自
分
が
思
い
描
く
夢
や
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
実

現
し
よ
う
と
す
る
置
賜
の
小
中
高
校
生
、
大
学
生
の
存
在
に
、
明
る
い
未
来
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
わ
が
国
を
み
る
と
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
地
方
の
活
力

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
資

源
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を
い
か
に
創
り
上
げ
て
い
く
か
に
よ

っ
て
、
自

治
体
の
力
量
が
聞
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
最
重
要
な
課
題
と

し
て

ク人
材
の
育
成
ク
が
あ
り
、
ま
さ
に
本
会
事
業
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
同

じ
で
す
。
「
ま
ち
づ
く
り
」
は

「
人
づ
く
り
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
の
で
、
将
来
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
若
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
本
会
創
立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
会
員
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
故
郷

へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
会
の
運
営

を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
更
な
る
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
．
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米沢有為会米沢支部だより

支
部
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
表
彰
規
則
に
基
づ
き

次
の
１８
個
人

・
７
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
功
労
者

・
産
業
功
労

者
は
今
回
も
該
当
者
が
な
く
、
特
別

顕
彰
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
部
表
彰
者
は
有
為
会
会

誌
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（学
校

・
学
年
は
平
成
２７
年
度
当
時

の
も
の
で
す
。
）軋

証

（個
人
）

▼
岡
崎
　
拓
海
さ
ん

（松
川
小
５
年
）

全
国
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

・

奨
励
賞
　
同
県
審
査

・
最
優
秀
賞

▼
渡
部
　
優
輝
さ
ん

（高
畠
小
５
年
）

山
形
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
年
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
第
１
位

５
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
第
１
位

（東
北
大
会
出
場
）

▼
佐さ
藤
　
島一翔と
さ
ん

（北
部
小
６
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

山
形
予
選
会
∞
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

・
第
１
位

山
形
県
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
受
賞

▼
磯
井
　
七
海
さ
ん

（西
部
小
６
年
）

山
形
県
選
抜
学
童
水
泳
大
会
小
学

５
・
６
年
女
子
１
０
０
Ｍ
自
由
形

・

優
勝

▼
駒
村
　
悠
太
さ
ん

（西
部
小
６
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

山
形
県
予
選
会
男
子
走
幅
跳

・
第
１
位

▼
伊
藤
　
静
紅
さ
ん

（三
沢
西
部
小
６
年
）

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

山
形
県
予
選
会
女
子
走
高
跳

・
優
勝

ほ
か

▼
梅
津
　
拓
武
さ
ん

（高
畠
小
６
年
）

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
県

予
選
会
６
年
男
子
５０
キ
ロ
級

・
第
１

位

（全
国
大
会
出
場
）

▼
荒
木
　
日
成
さ
ん

（大
川
小
６
年
）

山
形
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
男

子
千
Ｍ

。
優
勝

▼
伊
藤
　
悠
音
さ
ん

（赤
湯
中
１
年
）

東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
１
年

男
子
１
０
０
Ｍ

。
優
勝
　
いン
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
男
子
Ｃ
ｌ
０
０
Ｍ

・

準
決
勝
進
出

▼
吉
田
　
百
那
さ
ん（高

畠
四
中
１
年
）

東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
１
年

女
子
千
五
百
Ｍ

・
第
２
位

▼
小
倉
　
七
海
さ
ん（長

井
南
中
２
年
）

東
北
中
学
校
卓
球
大
会
女
子
シ
ン

グ
ル
ス

・
第
３
位

▼
佐
藤
　
　
和
さ
ん（興

譲
館
高
１
年
）

国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
少
年
女

子
Ｂ
ｌ
０
０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

・
第
３
位

▼
高
田
　
真
帆
さ
ん（興

譲
館
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
女
子
個
人

フ

ル
ー
レ

・
第
６
位

▼
齋
藤
　
諒
平
さ
ん

（九
里
学
園
高
１
年
）

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
２
０
０
Ｍ

・
第
８
位
　
国

民
体
育
大
会
陸
上
競
技
小
年
男
子
Ｂ

ｌ
０
０
Ｍ

・
第
２
位

▼
菊
地
　
　
葵
さ
ん

（九
里
学
園
高
２
年
）

日
本
ジ

ュ
ニ
ア

・
ユ
ー
ス
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
女
子
２
０
０
Ｍ

・
第

７
位
　
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
２
０
０
Ｍ

。
優
勝

▼
高
橋
か
お
り
さ
ん

（九
里
学
園
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
走
幅
跳

・
第
２
位
　
国
民

体
育
大
会
陸
上
競
技
会
少
年
少
女
Ａ

走
幅
跳
。第
３
位
　
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
・

ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
ジ
ュ

ニ
ア
女
子
走
幅
跳

・
第
５
位
ほ
か

▼
村
山
　
詩
織
さ
ん

（九
里
学
園
高
３
年
）

国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
会
少
年

少
女
Ａ
ｌ
０
０
Ｍ

・
第
７
位

▼
根
木
真
理
子
さ
ん

（九
里
学
園
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
１
０
０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

・
第

７
位
　
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大

会
１
０
０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル

・
優
勝

（団
体
）

▼
Ｋ
Ｂ
デ

ツ
パ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

チ
ー
ム

山
形
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
。優
勝

（全
国
大
会
出
場
）

▼
川
西
中
学
校
男
子
ホ
ツ
ケ
ー
部

東
北
中
学
校
ホ

ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会

・
準
優
勝
　
全
国
大
会
出
場

・
ベ

ス
ト
‐６

▼
川
西
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

東
北
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会

・
優
勝
　
全
国
大
会
出
場

・
ベ
ス

ト
‐６

▼
白
鷹
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ

ツ
ト

ボ
ー
ル
部

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ

ッ
プ
横
手
東

北
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
男
子

。
第
３
位
ほ
か

▼
九
里
学
園
高
等
学
校
女
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム

和
地
彩
花
さ
ん
、
菊
地
葵
さ
ん
、

開
沼
美
帆
さ
ん
、
小
貫
夢
海
さ
ん

東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

・
優
勝

▼
九
里
学
園
高
等
学
校
女
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム

高
橋
か
お
り
さ
ん
、
村
山
詩
織
さ

ん
、
根
木
真
理
子
さ
ん
、
菊
地

葵
さ

ん
　
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

・
優
勝

▼
九
里
学
園
高
等
学
校
陸
上
競
技
部

東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
女

子
総
合

・
優
勝

,110
i菜郡総会 楓

一人
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一団
体

支
一部
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顕
彰
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第 33 号 平成28年 8月 25日

〔収入の部〕

〔収入の部〕

米沢有為会米沢支部だより

平成27年度 決 算

平成28年度 予 算

自 平成27年 4月 1日

至 平成28年 3月 31日

自 平成28年 4月 1日

至 平成29年 3月 31日

項   目
予算額
①

決算額
②

比較増減
②―①

摘 要

繰越金 707.452 707,452 0

会 費 2.540.000 2,159,000 △ 381.000 正会費    @7,000× 88人 =616.000
賛助会員(個人)@3,000× 331人 =993,000
賛助会員(法人)@10,000×  55人 =550,000

諸収入 48 71 23 預金利子

〔収入合計〕 3247500 2866、 523 △ 380977

〔支出の部〕

項   目
予算額
①

決算額
②

比較増減
②―①

摘 要

1本部費 1,270,000 1,079,500 △ 190,500 会]詈埓内ホナ
`金

2,159,000× 1/2

2事業費 560000 385208 △ 174792
教育奨励費 200.000 200、 934 934 特別顕彰表彰状及び記念品等

産業振興費 40,000 0 △ 40,000

講演会 交流会費 120,000 80,594 △ 39,406 案内状郵送、講師謝礼等

支部だより費 200,000 103,680 △ 96,320 支部だより印刷

管理費 730,000 484214 △ 245,786

事務費 180,000 120,000 △ 60,000 常務理事報酬

会議費 10.000 0 △ 10000
総会費 70,000 48,128 △ 21.872 支部総会案内はがき印刷、郵送料

通信運搬費 200,000 119,441 △ 80.559 理事会・本部総会案内・会誌等送料等

印刷費 120,000 131,760 11,760 封筒印刷等

諸手数料 70,000 51234 △ 18,766 郵便振替手数料 (会費振込分)等

消耗什器備品費 50000 11807 △ 38,193 プリンタラベル・用紙代等

交通費 20,000 0 △ 20.000

諸雑費 10,000 1,844 △ 8.156 弔電代

4予備費 200,000 21,600 △ 178,400 ラジオCM放送代

5次期繰越金 487,500 896,001 408,501 次年度繰越金

〔支出合計〕 3,247,500 2,866,523 △ 380,977

項  目
本年度予算額

①
前年度予算額

②
比較増減
①―②

摘 要

繰越金 896001 707452 188549 前年度からの繰越金

会 費 2,220,000 2,540,000 △ 320,000 正会費    @7,000×  90人 =630,000
賛助会員(個 人)@3,000× 330人‐ 990,000

賛助会員(法人)@10000× 60人=600000

諸収入 99 48 51 預金利子等

(収入合計) 3116100 3,247,500 △ 131,400

〔支出の部〕

項   目
本年度予算額

0
前年度予算額

②
比較増減
①―②

摘 要

1本部費 1.110.000 1,270.000 △ 160.000 会費納付金 2,220,000× 1/2

2事業費 580,000 560,000 20,000

教育奨励費 220,000 200,000 20,000 教育功労 特別頭彰表彰状及び記念品等

産業振興費 40,000 40,000 0 産業功労表彰状及び記念品等

講演会 交流会費 120000 120000 0 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等

支部だより費 200000 200000 0 支部だより発行 (2回 )印刷郵送

管理費 780.000 730,000 50000
事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 10,000 0 諸会議費

総会費 70,000 70,000 0 総会案内、資料印刷、郵送料等

通信運搬費 200000 200000 0 理事会・会報 会誌等送料等

印刷費 150.000 1    120.000 30000 案内葉書、封筒印刷等

諸手数料 70.000 70,000 0 郵便振替手数料 (会費振込分)等

消耗什器備品費 50,000 50,000 0 各種消耗品代等

交通費 30,000 20,000 10,000 各支部等交流旅費等

諸雑費 20,000 10,000 10,000

4予備費 200000 200000 0

5次期繰越金 446.100 487.500 △ 41400
〔支出合計〕 3.116.100 3,247.500 131 400
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騨 響警

米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

株
式
会
社
セ
ゾ
ン
フ
ア
ク
ト
リ
ー

Ｔ

齋

藤

峰

彰

「
お
い
し
い
も
の
に
こ
だ
わ
り
た
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
元
年
に
起
業
い
た
し
ま

し
た
。
兄
弟
で
創
業
し
ま
し
た
が
、
社
長
を

し
て
い
た
弟
は
志
半
ば
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
、醤
油
醸
造
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、

東
京
農
業
大
学
醸
造
学
科
で
学
び
ま
し
た
。

大
学
３
年
の
春
に
合
宿
で
長
野
に
行

っ
た
際

に
、
お
土
産
で
購
入
し
た
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
を

食
べ
た
の
が
、
手
づ
く
リ
ジ
ャ
ム
製
造
を
起

業
し
た
き

っ
か
け
で
す
。
世
の
中
に
こ
ん
な

お
い
し
い
物
が
あ
る
の
か
と
い
う
感
動
を
受

け
ま
し
た
。

何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
皆
様

の

ご
支
援
を
得
て
、
現
在
、
高
畠
町
元
和
田
に

製
造
工
場
、
米
沢
市
に
商
品
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
全
国
の
有
名
デ
パ
ー
ト
等
で
２４
店
舗

の

直
営
店
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
愛

さ
れ
喜
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
、
総

員
２
６
０
名

の
会
社
に
成
長
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

正
統
派

の
本
物
を

ス
ト
ー
リ
ー
性

の
高

い

製
品
に
仕
上
げ
、
人
の
手

の
力
で
想
定
外

の

お

い
し
さ
、
他
社
で
や

っ
て
い
な

い
物
を
心

掛
け
、
母
親
か
ら
教
わ

っ
た
究
極
の
お
い
し

さ
と
体
に
良

い
も

の
を
ご
提
案
し
て
ま

い
り

ま
し
た
。

当
社
は
食
品
製
造
業
で
す
が
、
目
的
は
食

品
づ
く
り
を
通
し
て
人
間
性

の
向
上
と
人
格

の
形
成
を
学
び
、
社
員

一
人
ひ
と
り
が
明
る

く
楽
し
く
さ
わ
や
か
に
と
、　
一
流
の
食
品
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
プ
レ
ハ

ブ
の
工
場
で
１１
名

の
社
員
で
創
業
し
た
会
社
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で
す
が
、
体
育
会
系

の
元
気
が
売
り
の
社
員

と
高
品
質
に
注
力
し
、
人
間
力
で
世
界
で
戦

う
食

の
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
員
は
若
く
、
自
分

の
個
性
を
発

揮
し
、
生
き
が
い
と
や
り
が
い
の
あ
る
会
社

に
な
り
た

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
新
工
場
建

設
と
同
時

に
平
成

２６
年

に
新
社
長

に
交
代

し
、
若

い
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
が
溢
れ
、
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
、
そ
し
て
セ
ゾ
ン
フ
ア

ク
ト
リ
ー
で
働
く
社
員
が
誇
り
を
持

て
る
会

社
に
成
長
し
た

い
と
願

っ
て
い
ま
す
ｃ

今
後
も
、
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
上
げ
ま
す
。

l訃琴雫響lい尋楊Wi

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
テ
ッ
ク
シ
ン
セ
イ

代
表
取
締
役

棄
　
原
　
　
　
晃

弊
社
は
１
９
８
０
年
７
月
に
設
立
し
、
地

元
の
大
手
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
等
の
協
力
工

場
と
し
て
、
テ
レ
ビ
の
プ
リ
ン
ト
基
板
の
生

産
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
も
情
報
通
信
機
器

が
普
及
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ポ

ケ
ベ
ル
、
携
帯
電
話
の
生
産
な
ど
時
代
に
合

わ
せ
て
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。
現
在
は
パ

ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
ス
ト
レ
ー
ジ
関
係

の
生
産
や
保
守
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

２
０
１
１
年
か
ら
は
経
営
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
電
子
機
器
製
造
で
蓄
積
し

た
生
産
技
術
や
品
質
管
理
技
術
な
ど
自
社
の

コ
ア
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
資
源

で
あ
る
木
材
を
材
料
と
し
た
木
製
組
立
ブ

ロ
ッ
ク
の
企
画

・
製
造
等
新
た
な
分
野
に
進

出
し
て
い
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
を
木
材

で
製
造
す
る
取
組
は
、
他
社
で
も
試
み
ら
れ

て
い
た
が
課
題
が
多
数
あ
り
、
量
産
化
に
成

功
し
た
企
業
は
な
か
っ
た
。
こ
の
課
題
に
対

し
、
生
産
技
術
を
木
材
加
工
技
術
に
融
合

・

応
用
展
開
し
、
山
形
大
学
や
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
本
材
ご

と
に
違
う
硬
さ
や
含
水
量
を
デ
ー
タ
化
す
る

な
ど
、
様
々
な
創
意
工
夫
を
行
い
、
量
産
化

に
成
功
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
経
済
産
業
省
よ
り
地
域

資
源
活
用
事
業

の
認

定
を
受
け
量
産
化

の

開
発
や
国
内
外
の
販

路

開

拓

に
着

手

し

た
。
国
内

の
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
通
販
紙

へ
の

商
品
掲
載
を
き

っ
か

け
に
、
２
０
１
３
年

に
海
外

の
デ
ザ
イ
ン

系

ウ

ェ
ブ

マ
ガ

ジ

ン
ヘ
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
反
響
が
大
き

く
な
り
は
じ
め
、
２
０
１
５
年
１
月
に
初

め
て
欧
州
最
大
級
の
イ
ン
テ
リ
ア

・
デ
ザ

イ
ン
見
本
市

「
メ
ゾ
ン

・
工
・
オ
ブ
ジ

ェ
」

へ
出
展
し
、
本
格
的
な
海
外
展
開
に
取
り

組
む
。
現
在
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
３０
か
国
に
木
製
組
立
ブ

ロ
ッ
ク

「も
く
ロ
ッ
ク
」
を
届
け
て
い
る
。

地
元
で
伐
採
さ
れ
た
、
カ
エ
デ
や
ケ
ヤ

キ
な
ど
、
家
具
材
や
建
材
と
し
て
は
利
用

で
き
な
い
材
料
を
用

い
て
製
品
づ
く
り
を

行

っ
て
お
り
、
置
賜
地
区
の
本
材
の
新
た

な
用
途
を
見
出
し
た
こ
と
で
環
境
や
産
業

に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
置

賜
盆
地
の
資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う

「
木

育
」
に
も
着
目
し
、
本
材

の
魅
力
や
、
自

然
の
魅
力
を
伝
え
る
べ
く
、
地
域
に
お
け

る
各
種
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
出
店
や
、
教
育
施

設

へ
の
教
材
提
供
な
ど
に
も
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
と
き
に
米
沢
有
為
会
の
こ
と
を

知
り
、
先
輩
が
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
、
米
沢
の
産
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
た
。
米
沢
の
産
業
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
私
ど
も

の
使
命
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
米
沢
ら
し
さ
を
活
か
し
た
事

業
を
開
発
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

つ
つ
、

米
沢
有
為
会
の
活
動

へ
も
協
力
し
た
い
Э

編

集
後

記

☆
今
年
度
よ
り
広
報
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
手
塚
宮
雄
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

★
今
年
５
月
の
総
会
で
、
中
川
勝
市
長
が
新
支

一部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
の

―さ
ら
な
る

一発
展
の
た
め
に
ご
貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
ご
一

一期
待
申
し
一上
げ
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
者
の
■
層

一０
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
ｆ
　
一●
●
●
一

一★
昨
年
Ю
月
‐１１‐
Ｅ
ＩＩＩＩ
改
修
工
事
完
了
後
再
び
一露
一

館
し
一た
我
妻
．栄
記
念
館
に
来
館
者
が
徐
●
に
増
一

一え
て
い
る
一そ
う
で
、■
嬉
ｔ
い
限
り
で
す
ず
●
●
一

一★
お
盆
を
過
ぎ
‐
れ
．ば
猛
暑
０
夏
も
冷
房
も
懐
か
一

一し
く
さ
え
思
わ
れ
て
■
一会
員
交
流
芋
煮
会
が
待
．

一ち
遠
ｔ
い
と
こ
ろ
で
一す
ず
（
手
γ
●
●
●
●
●
・
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